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徳 川 美 術 館 の 横 笛

昭和 年（ ）沖縄国際海洋博覧会に、 世紀末（江戸時代）実際に使用された琉球楽48 1973 18

器の一部が博覧会会場の沖縄館に出陳された。ウインドー越しに長短２管の横笛があった。琉

球楽器 点あまりを長持ち毎そっくり献上している。その中に ㎝と ㎝の琉球横笛が２20 70 62

管あった。

無形文化財保持者 沖縄の横笛技能保持者）の大濱長栄氏が唐横笛（とうはんそう）と呼ば(

。 （ ）れる横笛を秘蔵されていた 江戸時代に実際に使用された徳川美術館の横笛の作りや形 装飾

が良く似ていた。その大濱長栄氏の唐横笛をお借りして 「紫山」という明笛を制作している、

笛師の大岡さんを訪ね（東京都江戸川区南小岩２丁目３番３号大岡紫山楽器店）て、唐横笛の

。 （ ） 、 。レプリカ作製を依頼した 昭和55年 1980 12月14日 送られてきたレプリカを試聴してみた

筒音は「Ｂ♭」３孔は「Ｅ♭」だった。世禮國男氏の[琉球音楽楽典」に示されている通りだ

った。

昭和 年（ ） 月、戦後 年ぶりに台北師範学校同窓会総会が大阪で開かれた折り、56 1981 8 36

。 、その足で名古屋の徳川美術館を尋ねた 温度や湿度に左右されない陶器などが展示されており

お目当ての横笛は地下の資料室で一定の温度や湿度に守られて大切に保管しているとのことで

拝観は叶わなかった。美術館の職員に訳を話して、実測するための手続き法を詳しく教えてい

ただきながら「複製資料送付願」と「特別観覧申請書」を提出して美術館を後にした。

江戸上りの際演奏された横笛の複製資料は、東京の徳川黎明会（本部）にも、なかったが、

琉球楽器横笛の音程調査のための日時 昭和 年 月６日の日曜日午後２時 が示された 特（ ） 「56 9

別観覧許可書」が東京都豊島区目白 ー ー の財団法人 徳川黎明会から送付されてきた。3 8 15

徳川美術館の地下資料室で、長短２管の横笛音程調査に必要な指孔の大きさやその位置は調

べることは出来たが、内径は管頭・管尾の嵌装を外すわけににいかないので管頭・管尾の周囲

の測定しかできなかった。しかし、なんとかレプリカ作制に必要な事項は実測することが出来

た。

沖縄に帰ってからすぐに 粍の塩ビ管でレプリカを作って吹いてみた。筒音を「変ロ」と13

する「変ロ長調」の音階であった。


